
　戦災により川崎市の中心部は焼け野原となりましたが、戦後の復興と京浜工業地帯の発展に
より、川崎は政令指定都市となりました。
　これに伴い、市内に５つの行政区が作られ、幸区も昭和４７年に誕生しました。当初は現在の
石川記念武道館のあるところに区役所庁舎（旧：御幸支所）があり、その後、昭和５０年に現在の
場所に移りました。市内唯一の動物園がある夢見ヶ崎動物公園も川崎市が政令市となったこと
を記念し、昭和４９年に開園しました。

　現在の幸区役所庁舎は戸手浄水場の跡地に建てられました。この戸手浄水場は当時の川崎で
初めてとなる近代浄水施設であり、臨海部を中心とする工業化、内陸部における宅地開発に対
し、工業用水や生活用水の供給を充実させ、市の発展に大きく寄与しました。
　当時の幸区域は、新鶴見操車場の開業や、川崎駅西口を中心として、多くの工場が設立され
た時代でもあり、川崎の工業化の始まりの場所となりました。
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　区制５０年の歩みの中で大きく発展し、さらに「住み続けたいと思うまち」へ、幸区の変化は
これからも続きます。産業も、自然も、人も豊かに育まれるまちづくりを目指し、これからの若い
世代へ紡いでいきます。

　平成に入ると川崎区の臨海部エリア、中原区の小杉エリアと並び、川崎駅西口エリアの再開発
が進められてきました。ラゾーナ川崎やミューザ川崎などの大型施設やホテルが並ぶ一方で、緑
道や夢見ヶ崎動物公園などの緑があふれるエリアも残され、現在の自然と都市が融合したまち
づくりが進められました。

Ⅲ.平成の転換期 Ⅳ.令和の幕開けと未来へ

「
K
A
W
A
S
A
K
I
 
D
E
L
T
A
」が
開
設

令
和
2
年

産
学
交
流・研
究
開
発
施
設「
A
I
R
B
I
C
」が
開
設

幸
区
の
人
口
が
17
万
人
を
超
え
る

平
成
31
年

幸
区
制
50
周
年
を
迎
え
る

川
崎
市
立
看
護
短
期
大
学
が
４
年
制
へ
移
行
し
、

川
崎
市
立
看
護
大
学
が
開
学

令
和
4
年

川
崎
市
制
１００ 

周
年
へ

令
和
6
年

新
川
崎・創
造
の
も
り
で
ア
ジ
ア
初
と
な
る

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
稼
働

令
和
3
年

川
崎
市
立
商
業
高
校
を
川
崎
市
立
幸
高
校
に
改
称

平
成
29
年

幸
区
役
所
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン

幸
区
の
人
口
が
16
万
人
を
超
え
る

平
成
27
年

東
芝
未
来
科
学
館
が
開
館

平
成
26
年

ナ
ノ・マ
イ
ク
ロ
分
野
の
技
術
の
研
究
施
設

「
N
A
N
O
B
I
C
」が
開
設

平
成
24
年

慶應義塾大学新川崎タウンキャンパス

ミューザ川崎シンフォニーホール

量子コンピュ
ーター

出典：日本Ｉ
ＢＭ

幸区役所新庁舎

コトニアガーデン

川崎駅西口
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